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特別損失の計上に関するお知らせ 
 

平成 29 年３月期において、固定資産の減損損失による特別損失を計上しましたので、下記の通りお知らせいたし

ます。 

 

記 

 
（１）特別損失の計上 

ディスプレイ関連製造設備については、中小型の液晶パネルにおいて有機ＥLパネルへの投資額が増加する

など、市場環境が大きく変化しており、将来における回収可能性の低下が見込まれます。また、半導体関連製

造設備については、半導体パッケージ基板において、技術動向による影響を受けて収益力が低下しております。 
このような状況の中、当社グループにおいては競争力強化と収益回復に向けて、構造改革に取り組んでまい

りました。 
その結果、平成 29 年 3 月期にディスプレイ関連製造設備 138 億円、半導体関連製造設備 103 億円等、合計

307 億円の減損損失を計上いたします。 

 

 

（２）業績に与える影響 

業績に与える影響につきましては、本日付けで公表しております「業績予想との差異に関するお知らせ」を

ご参照ください。 

 

 
以  上 


